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 みなさんこんにちは(^^)/  

 パリオリンピックが始まりました。パリと日本

は７時間の時差があり、見たい試合が深夜や早朝

にあるため、睡眠不足に要注意ですね。 

 パリオリンピックは、気候変動問題に積極的に

取り組むと公表されています。これまでの大会と

比較して、カーボンフットプリント（大会に関連して排出さ

れる二酸化炭素などの温室効果ガス量）を50%にすることが

目標となっています。詳しくは、右の二次元コードからご覧

ください。 

定時総会・講演会を開催しました 

 6月17日(月)午後、立山黒部ジオパーク
交流施設「うなジオ」において、令和６年度
定時総会を開催しました。正会員14社・28
名（委任状出席含む）の出席をいただき、議
長・大橋代表理事進行のもと滞りなく終了い
たしました。 

 総会後には、当法人運営委員会メンバーである２名に講演をお願いしました。 

 三井物産株式会社 国内事業開発部 北陸エネルギー室長 堀内 由記男 氏
は、「我が国のエネルギーの現在地と2050年ネットゼロに向けた取り組み」と題
して、日本国内や富山県のエネルギーの現状と課題、カーボンニュートラルに
向けての施策などの説明があり、基本となる部分をしっかりと学べました。 

 玉川大学 観光学部 観光学科 准教授 谷脇 茂樹 氏は、「地域交通と観光 
－EMUの自動運転化を考える－」と題して、温泉観光地を巡る動きや地域交
通を巡る課題と動きについて説明があり、とても参考となりました。 

出展） https://olympics.com/ja/paris-2024 
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その84 

 皆さん、くらしの中のエコろがけ「デコ活」実践
されていますか？ 

 カーボンニュートラル達成のためには、国や地方公共団体、企業
等という構成単位に加えて、私たち生活者一人一人も、今までの慣
れ親しんだライフスタイルを変える必要があります。 

 日本の温室効果ガス排出量を消費ベースで見ると、全体の約6割が家計によ
るものという報告（下図）があり、その必要性が明らかと言えます。 

 今までの「大量生産・大量消費・
大量廃棄」型のライフスタイルが、
私たちの衣食住を支える「自然」
がもたらす様々な恵みである「生
態系サービス」を劣化させていると
言われています。グリーン社会実
現のためには、「住まい」「移動」
「食」「ファッション」の側面から、温
室効果ガスの排出量を減らし、廃
棄物を減らして3R＋Renewableに
よる資源循環や自然資源を大事
にする視点でライフスタイルを変え
ていく必要があります。 

「3R＋Renewable」とは 

・Reduce（リデュース）：発生抑制 

・Reuse（リユース）：再使用 

・Recycle（リサイクル）：再生利用 
の3つを合わせて3R（スリーアール） 

・Renewable（リニューアブル） ：再
生可能＝普通のプラスチックは、石油を原

料としており、リサイクルができても、使用した
資源（石油）は再生可能ではありません。そのため、紙や植物を原料とするバイオマスプラスチックなどの再
生可能な資源に変えることで、持続可能な社会を目指そうという、4つめのRです 

（富山県デコ活推進員［地球温暖化防止活動推進員］：美香） 

出展） 令和6年版環境白書・循環型社会白書・生物多様性白書  https://www.env.go.jp/policy/hakusyo/r06/html/hj24010302.html#n1_3_2 

     https://www.pref.shiga.lg.jp/gomizero/shigapura/334858.html 

デコ活ホームページ 


